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【背景】
・ “銀河どうしの衝突・合体は星形成活動を高める” という(半ば常識になっている)文言は
どの程度確立した事実なのか？？
(e.g. 星質量や形態によってどのように変わる？どれくらい星形成率が大きくなるのか？)

→ 近傍銀河をさまざまな形態，軽いやつから重いやつまで1500天体ほど集めて調べてみた．

Abstract

【概要】
近傍銀河(< ~45 Mpc )を代表していると考えられる大規模サンプルを構築して，
銀河間相互作用によって星形成活動がどの程度enhance されるかを調べた．

【サンプル】
・母サンプルは Spitzer のS4G (1478天体)

・幅広い星質量，形態をカバー (左図)

【物理量の導出】
・星質量 → S4G の3.6 um 画像から算出

・星形成率 → IRASの 60, 100 um フラックス
から算出 (Querejeta 2014)

・”相互作用”の判定基準
1) 銀河中心間の距離 rcomp < 5 x D25

2) 後退速度 < ± 200 km/s

3) (ペアが) 3 mag 以上暗くない
距離

形態

星質量

【解析結果】
・下図 (本文 Fig.4) が主要な結論を表している．

＜クラス分け＞

A: mergers    B: highly distorted

C: minor distortion

0: with close companion 

N: no interacting (i.e. no close companion)

・縦軸はSFRとsSFRを control sample (CS) のmedian値で規格したもの．
クラスごとにどれだけ (s)SFR が enhance されているかの指標と読める．

(1) 相互作用している銀河 (クラスA-C) では SFR が enhance されていること
が統計的に有意に示された．

(2) ただし，最も激しく相互作用しているクラス Aでも，
(典型的には) 星形成はたかだか2倍しか enhance されていない．

(3) 個別でみれば10倍以上 enhance されている銀河も少数いるが，
星形成率の絶対値としてはむしろ小さめ (あと星質量も軽い)．
これは分母のcontrol sample の方がlow SFR のためか．

(4) 比が1を切ったり，ほぼ1に近い銀河が大半を占めている．
(相互作用によりむしろsuppress される or ほとんど enhance されない) 

このことから，”相互作用銀河では星形成活動が高くなる” という事実は，
一般的にいえることではないことが示唆される．
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【結論】

http://arxiv.org/abs/1509.05164

